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心配ごと相談

法律相談

知的障害者（児）相談
困りごと相談

福祉相談

秘密厳守
日時　毎週火曜日　13時～16時
場所　福祉しあわせセンター

◎法律相談をご希望の方は、事前
に心配ごと相談をお受けください。

弁護士により
月１回、実施します。

成年後見制度のご相談も
お受けします。

日時　５月18日（水）
　　　13時30分～16時
場所　福祉しあわせセンター

民生委員・児童委員が
ご相談をお受けします。

日時　第２火曜日
　　　13時～14時30分
場所　石ヶ池パークセンター

秘密厳守
日時　５月12日・26日（木）
　　　13時～15時
場所　福祉しあわせセンター

播磨町人権擁護委員が
ご相談をお受けします。子育て相談

日時　５月23日（月）
　　　13時30分～16時
場所　福祉しあわせセンター

主任児童委員が
ご相談をお受けします。

日時　５月14日（土）
　　　13時30分～15時30分
場所　福祉しあわせセンター
内容　懇談会

認知症家族の会

日時　５月21日（土）10時～12時
場所　播磨町福祉会館
　　　※５日は祝日のためお休み

【播磨町地域自立支援協議会】推進委員募集
　障がいのある人の暮らしに関する課題を、地域の実情に応じて皆で協議し、共生社会のシステムづくり
を行う協議会の推進会議にご参加いただける方を募集します。
▶対象…障がい者もしくはその家族の個人・団体
▶任期…２年間
▶活動内容…年数回、平日午前中に行われる推進会議への参加
▶募集人員…５名
▶申込み期間…４月１日～４月30日
▶問合せ　詳しくは、播磨町地域自立支援協議会　事務局
　　　　　☎FAX０７９（４３７）３４５６

調理ボランティア募集（阿閇の会）調理ボランティア募集（阿閇の会）
あ　えあ　え

　一人暮らしの高齢者の方や高齢者世帯等に週一度、お弁当を作るお手伝いをして下さる調理ボランティア
を募集しています。
　日時　毎週木曜日　午後１時～午後４時頃まで　　※月１回～２回程度（８月は休み）
　場所　中央公民館・野添コミセンの調理室

問い合わせ・申し込み　　播磨町ボランティアセンター　☎（079）435－1712

　要約筆記ひまわり（播磨町ボランティアセンター登録グループ）が、要約筆記活動を少しでも身近に
感じていただくことを目的として、下記日程により字幕映画上映会を開催します。
　皆様お誘い合わせのうえ、お気軽にご参加ください。

「要約筆記」とは？
　耳が聞こえにくくなられた方に対し、話し言葉を要約して、文字で書いて伝える活動です。

日　時：平成28年５月21日（土）　12時30分 開場　　13時 開演
場　所：播磨町福祉しあわせセンター３階会議室
内　容：『ペコロスの母に会いに行く』
　　　　　認知症の老いた母親とその息子が織りなす、笑いと涙にあふれたストーリです。
参加費：無料　　　　　　対　象：どなたでも参加できます。
主　催：要約筆記ひまわり
問合せ：播磨町ボランティアセンター　　　０７９－４３５－１７１２
　※事前申込みは不要　※手話、要約筆記ともに通訳有り　　　　多数のご参加お待ちしています！

字 幕 映 画 上 映 会 の ご 案 内

　手話は、耳の聞こえない人にとって重要なコミュニケーション手段の一つです。この講座は、町内で手話通
訳を行う方の養成を目的としていますが、「手話に少しだけ興味がある」という方もお申し込みＯＫです！
　この機会にぜひ一緒に学んでみませんか？

　日　　時：平成28年５月17日（火）～平成29年２月28日（火）
　　　　　　このうち毎火曜　※12月27日、１月３日は休み
　　　　　　全40回　　午後７時～午後９時
　場　　所：播磨町福祉会館 費　　用：3,500円（テキスト・その他資料代）
　講　　師：稲美町ろうあ協会・手話サークルはりま お申込み：下記までお電話でお申込みください。
　締め切り：５月11日（水）

播磨町ボランティアセンター
播磨町南大中１-８-41　播磨町福祉しあわせセンター内

TEL/０７９－４３５－１７１２　e-mail/ info@harima-wel.or.jp

手話奉仕員養成（初級）講座 参加者募集

27年度 受講者の声
「回を重ねるごとに他の受講者とも仲良くなり、はじめ回数は多いと
思ったけど、しっかりじっくりと学ぶことができました！講師の方が
わかりやすく丁寧に、間違っても何度も教えてくれました。
いつか手話の検定にもチャレンジしてみたいですし、町内の手話サー
クルで勉強を続けようと思います。」

写真は27年度の初回講義の様子です。
ほとんどが実践形式で、手話を表現しながら学んでいきます。

28年度



（３） （２）

事業方針
１．住民が主体となって取り組む地域づくりの推進・支援
　　福祉目標である「小さなまちの大きなおうち　～ふれあい  語りあい  ささえあいの地域（まち）づくり～」
　の実現に向け、自治会といった誰もが身近に感じる生活圏域において、住民自らが生活･福祉課題に気づき、
　解決に向け、地域住民と専門職などが協働して取り組む地域づくりを支援します。

２．地域で安心して暮らすことを支援する組織としての資質の向上
　　福祉サービス事業に従事する職員として、地域福祉を推進する社会福祉協議会の職員として、一人ひとりが
　個別支援のみならず地域支援も一体的に取り組める組織を目指し、人材育成に取り組みます。

重点目標
１．第４次地域福祉推進計画に基づき、次のことに取り組みます
　　①「支えあいマップづくり」や「助けられ上手講座」を通して、住民の皆さんが地域の福祉課題に気づき、
　　　課題解決のために取り組む仕組みづくり
　　②住民の皆さんとともに地域での見守り・支えあい活動を支援できる社会福祉協議会の組織づくりおよび
　　　コミュニティワーカーの育成
２．ボランティアセンターにおいては、ボランティア活動および福祉教育を推進するとともに、災害時のボラ
　　ンティア活動についても取り組みます。
３．介護保険法・障害者総合支援法等の事業者として、利用者のニーズを的確に把握し、各職員が専門性を発
　　揮し、利用者本位で地域に密着したサービスを展開します。
４．福祉会館・福祉しあわせセンター・デイサービスセンターの指定管理者として、効果的、効率的な運営を
　　図ると共に利用者ニーズを的確に把握し、多くの方に利用いただける施設を目指します。

平成 28 年 度

①　会計の区分について
　「事業区分」
　当会の会計は「社会福祉事業」
「公益事業」の２つの事業区分で構
成されています。
　「拠点区分」
　事業区分を拠点（施設・事業所）
別に区分します。
　「社会福祉事業」には、①法人運
営本部　②共同募金配分金　③ホー
ムヘルパーステーション　④デイサ
ービスセンター　⑤ゆうあい園　⑥
善意銀行　の６つの拠点区分があり
ます。
　「公益事業」には、①地域包括支
援センター　②居宅介護支援事業所
③福祉会館　④福祉しあわせセンタ
ー　の４つの拠点区分があります。

②　科目について
　「事業活動」
　毎年事業を行うために必要な経費
　「施設整備等」
　固定資産の取得等に関する費用
　「その他の活動」
　基金を取り崩したり、積立てたり

する財務活動の費用
　「当期資金収支差額合計」
　平成28年度の収支
　「前期末支払資金残高」
　平成27年度からの繰越金
　「当期末支払資金残高」
　平成29年度への繰越金

■資金収支予算書【法人総合】
平成28年４月１日～平成29年３月31日
　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

事業計画
平成 28 年 度

予　算
　国においては、「一億総活躍社会」の実現に向けた取り組みが始まってい
ます。「一億総活躍社会」とは、若者も高齢者も、女性も男性も、障害や難
病のある方々も、一度失敗を経験した人も、みんなが活躍できる社会、一人
ひとりが、個性と多様性を尊重され、家庭で、地域で、職場で、それぞれの
希望がかない、それぞれの存在を認め合い、それぞれが生きがいを感じるこ
とができる社会です。この実現に向け、「希望を生み出す強い経済」「夢を育
む子育て支援」「安心につながる社会保障」の３本の矢が打たれることとな
ります。この中には、「地域づくり」や「包括的・総合的な相談支援システ
ム」等、当社会福祉協議会が取り組む課題も多く見受けられます。このよう
な状況や取り組みを背景に、当社会福祉協議会では、次の事業方針を掲げ、
平成28年度の事業を推進します。

予算書の見方

［事業活動による収支］
会 費 収 入
寄 附 金 収 入
経 常 経 費 補 助 金 収 入
受 託 金 収 入
貸 付 事 業 収 入
事 業 収 入
介 護 保 険 事 業 収 入
就 労 支 援 事 業 収 入
障害福祉サービス等事業収入
受 取 利 息 配 当 金 収 入
そ の 他 の 収 入

事業活動収入計①
人 件 費 支 出
事 業 費 支 出
事 務 費 支 出
就 労 支 援 事 業 支 出
貸 付 事 業 支 出
共同募金配分金事業費
助 成 金 支 出
負 担 金 支 出
流動資産評価損等による資金減少額

事業活動支出計②
事業活動収支差額③＝①－②

［施設整備等による収支］
施設整備等収入計④
施設整備等支出計⑤

施設整備等収支差額⑥=④－⑤

〔財務活動による収支〕
その他の活動収入計⑦
その他の活動支出計⑧

その他の活動資金収支差額⑨=⑦－⑧

予備費支出⑩

当期資金収支差額合計
⑪=③+⑥+⑨－⑩

前期末支払資金残高⑫
当期末支払資金残高⑬=⑪+⑫

4,741
761

24,662
97,686
120
2,204

122,341
1,430
34,675
102
832

289,554
204,068
35,923
57,066
1,452
100
4,383
3,427
158
1

306,578
△17,024

1
27,454

△27,453

43,540
15,975
27,565

3,745

△20,657

63,287
42,630

4,741
760

24,662
40,430
120
1,822
88,515
1,430
34,675
102
771

198,028
141,923
25,176
35,876
1,452
100
4,383
3,427
128
1

212,466
△14,438

1
27,454

△27,453

43,539
15,148
28,391

2,900

△16,400

49,135
32,735

0
1
0

57,256
0

382
33,826

0
0
0
61

91,526
62,145
10,747
21,190

0
0
0
0
30
0

94,112
△2,586

0
0
0

1
827
△826

845

△4,257

14,152
9,895

科目／会計区分 本年度
予算額 社会福祉事業 公益事業

●福祉のために
（敬称略）（個人の部）

5,000円
地区名 氏　名 金　額

大 中 東 匿 名

寄付者ご芳名

（所得税法第78条第2項第3号該当
　　　法人税法第37条第2項及び第3項第3号該当）

あたたかい善意ありがとうございました。
（平成28年3月12日～4月11日） １．職　　種　ホームヘルパー

２．募集人員　若干名
３．応募資格　在宅福祉に関心があり、高齢者およ

び障害者福祉に熱意を持って取り組んでいただ
ける方で、介護福祉士・実務者研修・初任者研
修・ヘルパー2級等の資格を有している方。

４．出 勤 日　　
　　曜日および時間についてはご相談ください。
　　時　　給　生活援助　1,000円／１時間
　　　　　　　身体介護　1,400円／１時間
その他詳細は、当会の規定に基づく

非常勤ホームヘルパー  募集


